
 

 

◎トライアル種目競技説明 

  

【水深１９０㎝で実施の競技】 

 

①５０ｍ個人メドレー 

  【流れ】 

   ・スタート後、１０ｍ～１５ｍの間でバタフライから背泳ぎに種目を変えます。 

   ・折り返し後（ターン後）背泳ぎから平泳ぎに種目を変えます。 

   ・折り返し後（ターン後）１０ｍ～１５ｍの間で平泳ぎから自由形に種目を変えます。 

  【ルール】 

   ・各種目必ずワンストローク（１回の手のかき）は行って下さい。 

   ・バタフライから背泳ぎ、平泳ぎから自由形への種目切り替えをスタート後及び折り返し後（ターン後）１０～ 

    １５ｍの範囲以外で切り替えた場合は失格とします。 

   ・スタート及び背泳ぎから平泳ぎの折り返し、ゴールタッチについては日本水泳連盟競技規則に則ります。 

 

 ②２０ｍ自由形 

  【流れ】 

   ・スタート後、１０ｍラインで折り返し、タッチ板にタッチしゴールします。 

  【ルール】 

   ・折り返し（ターン）した後、１０ｍのラインを身体の一部が超えていないと失格となります。 

   ・床を蹴る、レーンロープに掴まる、引っ張る等は失格とします。 

   ・その他（スタート、泳形、ゴールタッチ等）、日本水泳連盟の競技規則に則ります。 

 

 ⑤２５ｍボール運び 

  【ルール】 

   ・水中からのスタートとし、スタートから約５ｍ地点に浮かべたボールを運びます。（運び方は自由） 

   ・ボールを持った状態でタッチ板に手でタッチをし、ゴールとします。 

 

⑦１００ｍ混成リレー 

  【ルール】 

   ・水深は１９０㎝で行います。 

   ・構成するチーム人数は２名以上とし、年齢、性別、泳形は問いません。 

・一人当たりの泳距離は２５ｍ以上とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

【水深８０㎝で実施の競技】 

 

③１０ｍ自由形、５ｍ自由形 

  【流れ】 

   ・ゴール地点からそれぞれの距離に赤台（フロア台）を設置し、赤台（フロア台）からスタートしゴールを目指 

します。 

  【ルール】 

   ・水深は８０㎝（予定）で行います。 

   ・安全のため、保護者または総合プール指導員がゴールまで付添（並走）します。総合プール指導員に付添を希 

望する場合は申込用紙に選択欄を設けますので申告ください。 

   ・ヘルパー等の補助具の使用は可とします。但し、使用により速くなると思われるもの（パドル、フィン等）の 

使用は不可とします。 

※一人で安全に泳げる場合は付添入水の必要ありません。 

 

 ④５ｍビート板キック 

【流れ】 

   ・ゴール地点から５ｍ地点に赤台（フロア台）を設置し、赤台（フロア台）からスタートしゴールを目指します。 

  【ルール】 

   ・水深は８０㎝（予定）で行います。 

   ・安全のため、保護者または総合プール指導員がゴールまで付添（並走）します。総合プール指導員に付添を希 

望する場合は申込用紙に選択欄を設けますので申告ください。 

   ・ヘルパー等の補助具の使用は可とします。但し、使用し速くなると思われるもの（フィン等）の使用は不可と 

します。 

   ・ビート板は主催側で準備したものを使用し、ビート板の上辺を両手で持って使用し、ビート板から手を放して 

使った場合は失格とします。（但し、安全上必要な場合は除きます。） 

※一人で安全に泳げる場合は付添入水の必要ありません。 

 

 ⑥２５ｍ着衣レース 

  【ルール】 

   ・水中からのスタートとし、１０ｍ地点にある衣類を上下身に付けゴールを目指します。 

   ・泳形は問いません。 

   ・水深は８０㎝（予定）で実施します。 

 

  

 


